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近年高齢者においても表在性非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍(SNADET)に遭遇する機会は増加して
いる．当院ではunderwater EMR(UEMR)を第一選択とし, 可能な限り一括切除を期待する一方
で, 2cmを超える病変に対しても一括切除に固執せず施行する方針としている. 高齢者におけ
るSNADETに対する内視鏡治療の現状とその成績を検討する．

　本研究では、情報は匿名化され、個人が特定されることはありません。また、個人が特定さ

れるような情報は一切公表いたしません。上記の研究対象に該当する患者さんで、「自分の

データは使わないでほしい」というご希望がある方は、施設の担当医、もしくは以下の連絡先

にご相談ください。すでに研究結果を発表済みの場合などは、カルテ情報を利用

することの拒否ができない場合もありますのでご了承ください。

消化器内 科 竹村　健一

　当院の既存の診療録から、対象となる患者さんの診療データについての調査を行います。調

査項目としては、下記の項目を予定しています。本調査研究により新たに発生する検査はあり

ません。研究者は、収集した調査データをもとに、必要な解析を行います。

臨床研究に関するお知らせ

　当院では、倫理委員会の承認を得て、下記の臨床研究を実施しております。
　このお知らせは「オプトアウト」、すなわち国が定めた倫理指針に基づき研究の目的を
含め、研究の実施についての情報を公開し、既存のデータを用いた研究において、患者さ
んの拒否できる機会を確保するため、研究の公開を当院のホームページ上で一元的に行っ
ているものです。

 高齢者における表在性非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対する内視鏡治療

UEMRを導入した2014年10月～2022年9月にSNADETに対してUEMRを行った119症例128病変を解析

対象とし, 高齢者群(75歳以上)と非高齢者群(75歳未満)に分け，その臨床病理学的特徴と治療

成績について後方視的に比較検討する.

　私たちはガイドラインに準じて診療を行っておりますが、ガイドラインに日常診療の実態が
すべて反映されているわけではありません。我々の日々の診療の実態を見直し、調査すること
は診療の向上ひいては県民の利益につながると考えています。本研究の目的は、下記のとおり
です。当院で診療を受けた患者さんの既存資料を収集し、詳しく調査することを予定していま
す。既存資料を収集することで診療実態を把握し、当院における基礎的なデータを確立したい
と考えています。



【照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先】

石川県立中央病院

TEL:076-237-8211 / FAX:076-238-2337

消化器内 科 辻　重継


